
小学校プログラミング教育実施レポート 
令和２年度から必修化された小学校プログラミング教育の実施の様子を紹介するものです。 

未来の学びコンソーシアムにて実施内容の精査を行うものではありません。 
 

学習活動名 モーターカーをロボットカーに（理科） 

学年 小学校第４学年 

目標 電流の大きさや向きが変わるとモーターの回り方が変わることを学んだ子ども達が，モ

ーターの回り方を制御するプログラムを作る場面で，決められた時間内にねらった場所

でモーターカーを停止させるプログラムを考える活動を通して，プログラミングで制御

しているのは電流であることに気づく。 

教材タイプ テキスト言語 

使用教材 スタディーノ 

環境 児童２人で１台の端末を使用 

都道府県 長野県 

実施校 飯山市立木島小学校 

学習活動の概要・

児童の様子（プロ

グラミングの活動

を中心に記載くだ

さい。） 

小学校４年生「電気の働き（信教出版）」の学習の後，２時間で単元を設定した。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果と課題 【成果】 

・理科の既習を生かしてプログラミングについて理解を深めることができた。 

・楽しみながら，「電気の働き」の学習を振り返ることができた。 

【課題】 

・プログラミングの試行錯誤を支援する教師と，モーターカーを走らせる中での気づき

を授業に生かしていく授業者としての教師が必要である。支援員の存在が不可欠。 

・サーボモーターではないため，通電をやめても慣性で車が進んでしまった。電気の強

さ・時間と距離が比例関係にならなければ失敗を論理的に生かすことはできないだろう。 

 


